
　

　

過半数労働組合になっていない労働組合は、過半数になるように組合員を増やしましょう！

注意！会社がベテラン社員や親睦会の会長にとりあえず署名捺印をさせて、労働者代表にしてしまうというのはよくあることです。

36協定を締結していなければ、労働者に法定外の時間外・休日労働をおこなわせることはできません。

おこなわせた場合、労働基準法違反となります。（使用者に6か月以下の懲役または30万円以下の罰金）

3月6日は「36（サブロク）」の日です！

③わからない

労働基準監督署に届け出た36協定は労働者に周知しなければならない。周知されていない場合は労働基準法第106条違反となる

④36協定を締結していない

①労働組合が協定の当事者となっている

　

②過半数代表者が協定の当事者となっている
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自組織が過半数労働組合かどうか確認しましょう！

過半数代表者が正しい手続きにより選出されているか確認しましょう！

すぐに36協定がどのようになっているのか労働組合として確認しましょう！

時間外・休日労働時間は0時間ですか？36協定の締結がどうなっているのか確認しましょう！

日本労働組合総連合会（連合）は、３月６日を36（サブロク）の日として、2019年に申請をおこない認定

されました。この日は「1日8時間 1週40時間」を超えて残業させる、休日出勤させる場合は、36協定を結

ばなければならないことを社会に広めるために定めたものです。

年間総実労働時間短縮にむけて取り組み強化期間の一環として、本年より、連合の取り組みに連動し、36

協定を締結する、締結内容が守られていることを確認することにより、「すべての職場で労働時間の適正な

把握・管理と36協定の適正な締結」を目指します。長時間労働を是正して、職場で『より良い働き方』を

実現していくために、日にちを限定せず、２月から３月の２ヵ月間を『36協定総点検期間』として36協定

の重要性について労使で確認する期間と定めています。

｢時間外労働・休日労働に関する協定（36協定）」締結の際は、その都度、当該事業場に➀労働者の過半数

で組織する労働組合（過半数組合）がある場合はその労働組合、②過半数組合がない場合は労働者の過半数

を代表する者（過半数代表者）と、書面による協定をしなければなりません。

①の過半数組合の要件を満たさない場合、②の過半数代表者の選出が適正におこなわれていない場合には、

36協定を締結し、労働基準監督署に届け出ても無効です。

※過半数代表者とは？？？

正社員だけでなく、パートやアルバイトなどを含めた事業場のすべての労働者の過半数の代表者 36協定

を締結するための過半数代表者を選出することを明らかにした上で、投票、挙手などにより選出すること

選出にあたっては、すべての労働者が手続きに参加できるようにし、労働者の過半数がその人の選出を 支持

していることが明確になる民主的な手続（投票、挙手、労働者による話し合い、持ち回り決議） がとられて

いる必要があります。

※過半数労働組合とは？？？

正社員だけでなく、パートやアルバイトなどを含めた事業場のすべての労働者の過半数で組織する労働組合
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チェック項目

協定書を兼ねる場合には、労働者代表 の署名又は記名・押印などが必要です。

②時間外・休日労働させる必要のある業務の種類・労働者数について、会社と協議・確認する

④１週間当たり40時間を超える労働時間が月100時間又は２～６か月平均で80時間を超えることがないか？

③特別条項の必要性について、会社と協議・確認する

①1日に何時間、月に何時間、年間で何時間　時間外労働・休日労働をするのかを、会社と協議・確認する

労働組合が36協定締結当事者の場合、職場の実態をしっかり把握し、会社と協議し、締結しましょう！

36協定締結当事者でない場合も、実態と乖離していないか36協定の内容をチェックしましょう！
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